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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・昇格試験　8/24(月)～8/26(水)　 17:30～18:30　場所:メンタル病棟3階
・8/28(金)　東北厚生局適時調査あり。
＜利用者様情報＞
・高柳　和子　様～青明舎より情報提供あり、8/17に定期訪問が行われている。体調について聞くと体調が悪いと話している。詳しく聞くと「夏の暑さから来るものではないか」との事。頓服薬を服用すると落ち着いたとの事。「お盆は帰りたかったが帰らなかった」と話している。休みの日は買い物に行ったりして外に出るようにしていると話している。デイケア来所時には様子を確認しながら不安や不満等がないか確認していく。
・大久保　恒夫様～青明舎より情報提供あり、8/21の入院中の弟様への見舞いに関して夜間に電話されている。あった時に今まであったこと等色々話さなければならないと考えると眠れなくなるとのこと。また62歳になりこのままデイケアに居てもいいのか考える事もあると話している。デイケア来所の時には様子を確認し悩みなどの確認を行なっていく。

・大久保　律子様～青明舎より情報提供あり、デイケアまでの階段が辛くて行きたくないと話されている。今後デイケア来所時に様子の確認をしていく。
・田中　　一　様～青明舎より情報提供があり、不眠の訴え聞かれている。本人は8/10の受診の際にレボトミン減薬があった為ではないかと話している。デイナイトケアでは「眠れないが体が軽い、水を飲む量が減った気がする。」と話している。引き続き睡眠状況について確認していく。
・下妻　康貴　様～グループホームより情報提供あり、仕事の際にしゃがんだ状態が続いた後に急に立ち上がると膝が外れそうになると話している。今後もこういったことが続き立てなくなるのではないかとの不安も話している。来所の際には膝の様子を詳しく聞いていき必要な場合アドバイス等行っていく。
・淡路　智恵子様～グループホームより情報提供あり、義理の姉様よりもらった1万円が無くなった、まとめ買いしたジュースの箱がひと箱消えたと話されている。1万円に関しては電球を買った際の支払いに使ったことはわかったがお釣りに関しては見つかっていない。また「たばこを止めようとしたら神様にいじめられた」と話すことがあったり、他者の話を遮って話す様子見られている。来所の際には上記の様子に注意しながら関わっていく。
・平　康子　様　～8/21より南寿の里へ入所。本人に話を聞くと「来てよかったです。」と笑顔で話されている。
・高橋　洋子　様～本日、頭痛や咳がある為欠席している。熱はないとのことだが内科受診を促している。本人は「大丈夫」と話している。市販薬がある為そちらを飲んで休養するとのこと。来所の際には体調について詳しく確認していく。
・繁名　和恵　様～来所時には「調子がいい」と話されているが時間経過につれ胸の痛みや頭痛の訴え聞かれる。バイタル異常はない。「引き続き体調に変化がないか確認していく。
・中村　茂　　様～風呂用のバッグが臭うため確認するとタオル等からカビが生えており、スタッフ付き添いで洗濯している。本人は臭いに気付く様子はなかった。今後、風呂用具が清潔に保たれているか注意しながら関わっていく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、同入居者様を怒鳴りつけたり、中傷・攻撃的発言が見られていたとの事。過刺激に過剰反応する様子や多弁・声高さも見られ、気分変動なく、他者を気遣う発言や行動が見られ、特にトラブル無く過ごされている。不機嫌な様子は無く、他者への攻撃的発言は見られない。引き続き変化がないか観察していく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、8/22就床前、スタッフを見てニヤニヤしており、どうしたのか尋ねると、古舘様と倉橋様がいる方を指差し、「アレ…殺してけろって聴こえる…」と耳打ちで話されている。「聴こえるんだよ…」と不安げな表情も見られており、傾聴すると「ありがとな」と言って自室へ行かれ消灯されている。本日デイナイトケアでは幻聴等の訴えは聞かれていない。幻聴の訴え聞かれた時には傾聴し対策について一緒に考えていく。

＜外来情報＞

・田名部　浩平様～採血、尿検査施行。尿検査は異常なし。
・若松　健一　様～おやつに甘いパンを食べているとのこと。体重増加の原因であり、パンは控えるよう言われている。
・向井　敦子　様～デイケアに行きたくないとの事。行ける時に行っても良いと担当医から話がある。
・下口　政子　様～採血、尿検査施行。尿検査は異常なし。
・田中　一　　様～ハロマンス(50)筋肉注射施行。減薬の影響か眠れないこともある。ゾルピデム(5)1T　1×rds　隔日1　7T処方。

＜事例検討＞

カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H27年8月24日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長、川井、馬場　　　　　　　

検討内容　目標、計画の検討

	氏名
	千葉　輝夫様
	性別
	男
	年齢
	73歳
	生年月日
	S17年2月19日

	主病名
	アルツハイマー型認知症
	合併症
	高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	現状の生活維持

	家族希望
	現状の生活維持

	入院歴
	0回

	通所歴
	1回目

※今回：　H27年8月4日～現在（週4回/火～金曜日）

	その他サービス利用
	ヘルパー利用

	住居：

アパートにて単身生活
	家族構成：

長男、長男嫁

	利用制度
	生活保護　　介護保険　要介護1

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。

	
	②わからない事は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加していく。
	・8/4よりデイナイトケア利用開始。バスに乗って自宅から来所しており、バス停からは徒歩で青陽館に来所している。途中道が分からなくなることがあるが、息子様の電話での誘導により、来所することが出来ている。

・プログラムには促されることで参加しているが、参加後は自分から発言したり、質問された内容を適切に答える等、積極的にプログラムに取り組むことが出来ている。（達成度70％）
	・今後も息子様と情報共有しながら連絡をとり、朝の誘導など来所への援助を行っていく。目標計画も継続し、スタッフからプログラム参加を促しつつ、様々な活動を提供し、認知機能の低下を防止していく。

	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	・記憶力の低下が目立っており、プログラムやロッカー、トイレの場所が分からないこと、直前に聞いた内容を繰り返し確認すること、リュックにしまったものがわからなくなり、何度も確認する様子が見られている。都度スタッフが介入しており、スタッフの声掛けには穏やかに対応している。

・来所後は穏やかな表情で過ごしており、他利用者と自分から交流する様子が見られている。トラブルはない。（達成度50％）
	・自分からスタッフにわからない事を確認する事が出来ているが、場所を覚えられず、迷っている様子は見られている。その為、今後も目標を継続し、本人が困っているような様子があった際には状況を確認していき、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。

	
	②わからない事は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。


